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九
月
定
例
会

もうもたないのでは（ソニア）…3Ｐ
町外通勤者41人（職員数170人中）…5Ｐ

杭打ちに3000万円（福祉センター）

…8・9Ｐ
地元食材利用は1割弱（フードプラン）…15Ｐ

（株）ソニアを解散する決議…21Ｐ

”綱
引
き
“

負
け
た
く
は
な
い
が
、
全
力
で
引
く
と
確
実
に
筋
肉
痛
に
！

わ
か
っ
て
て
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
（
９
／
20
池
小
・
中
運
動
会
）

キビキビと日頃の練習の成果が出ました。
池中の「組体操」（9/20）
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一 般 質 問

９月定例議会は１６日に招集され、１７日・１８日に開催。決算の認定

８件、条例改正５件、補正予算８件、人事案件４件を可決。一般質問には

７人の議員が当面する課題について活発な議論を展開した。

大
石
町
長
初
め
て
の
定
例
会
で
す

答 移住してくれる政策を取る

増加する
町外職員への対応は

19
年
9
月
、
町
議
会
は
、

職
員
の
町
外
か
ら
の
通
勤
は
、

採
用
の
条
件
に
違
反
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
、
厳
し
い
姿
勢

で
臨
む
よ
う
全
会
一
致
で
決

議
し
た
。
ど
う
対
応
し
た
か
。

町
職
員
の
平
均
的
給
与
の

額
。
こ
れ
に
係
る
住
民
税
、

交
付
税
な
ど
、
町
外
に
在
住

す
る
こ
と
で
本
町
は
大
き
な

損
失
を
被
っ
て
い
る
。
ど
う

思
う
か
。

決
議
は
町
民
の
総
意
と
も

言
え
る
も
の
で
、
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
職
員
に
は
、

周
知
し
そ
の
意
味
を
十
分
理

解
し
、
自
覚
を
持
つ
よ
う
指

導
し
て
き
た
。

住
居
の
強
制
は
で
き
な
い

が
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

問

大
原
儀
郎

自
己
判
断
を
し
て
い
く
よ
う

今
後
も
指
導
し
て
い
く
。

住
民
感
情
、
災
害
等
非
常

時
の
対
応
、
若
者
定
住
、
税

収
な
ど
を
考
え
る
と
、
町
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
定
住
す
る
の
が
役
場

職
員
の
務
め
だ
と
思
っ
て
い

る
。決

議
を
重
く
受
け
止
め
て

い
る
が
、
決
議
後
も
何
人
か

の
職
員
が
、
転
出
し
町
外
か

ら
通
勤
し
て
い
る
。

憲
法
22
条
で
住
居
や
移
転

の
自
由
は
認
め
ら
れ
る
が
、

町
民
感
情
を
思
う
と
大
変
残

念
に
思
う
と
同
時
に
腹
立
た

し
さ
を
覚
え
る
。

職
員
の
所
得
に
係
る
税
収

は
、
一
般
職
の
年
収
は
平
均

569
万
円
で
、
こ
れ
に
伴
う
町

答

教
育
長

答

仁
淀
支
所
長

民
税
は
、
家
庭
事
情
に
よ
っ

て
違
う
が
、
夫
婦
、
中
学
生

１
人
、
高
校
生
１
人
の
家
庭

で
７
万
７
千
円
位
か
。

交
付
税
は
算
定
が
や
や
こ

し
い
が
、
夫
婦
と
子
ど
も
一

人
位
の
家
庭
で
約
51
万
円
。

町
政
を
預
か
る
者
と
し
て

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

厳
し
い
社
会
状
況
の
中
で

特
に
公
務
員
に
対
す
る
住
民

の
目
線
は
非
常
に
厳
し
い
。

今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

職
員
に
理
解
を
求
め
、
自
覚

を
促
し
て
い
く
。

仁
淀
川
町
か
ら
出
な
く
て

も
逆
に
町
へ
移
住
し
て
く
れ

る
政
策
の
提
言
が
あ
り
そ
の

通
り
だ
と
思
う
。

町
内
の
木
を
使
い
、
町
内

の
大
工
が
家
を
建
て
る
と
支

援
が
で
き
る
予
算
も
計
上
し

て
お
り
、
若
者
定
住
対
策
促

進
に
頑
張
っ
て
い
く
。

答

総
務
課
長

答

町
　
長
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植
林
を
伐
採
し
花
木
を
植
え
よ

花
の
咲
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た

答

ヒマラヤ桜

資
本
金
を
使
い
果
た
し
た
も
う
も
た
な
い
の
で
は

有
益
な
方
策
を
打
ち
出
せ
ず

答

（株）ソニア

仁淀川の“緑と清流”を再生する会が育てた“ヒマラヤ桜”
11月1日、安居渓谷で植樹が行われます（相ノ谷）

「
仁
淀
川
町
環
境
林
伐
採

事
業
補
助
金
支
給
制
度
」
を

活
用
し
、
集
落
近
く
の
杉
桧

を
伐
採
し
、
跡
地
に
花
の
咲

く
木
を
植
え
る
よ
う
町
は
本

格
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
か
ら
、
環

境
支
援
金
166
万
円
の
一
部
で

ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
の
苗
を
育
て
て

い
る
。
無
償
で
提
供
す
る
の

で
町
も
協
力
し
て
ほ
し
い
。

町
内
は
集
落
や
農
地
の
近

く
ま
で
植
林
に
な
り
、
日
常

生
活
に
も
悪
影
響
が
あ
る
。

生
活
環
境
林
伐
採
補
助
事
業

を
大
い
に
活
用
し
明
る
い
集

落
、
花
の
咲
く
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
。

問

大
　
原

答

町
　
長

ソ
ニ
ア
の
経
営
は
、
議
会

の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

15
億
円
の
資
本
金
を
使
い
果

た
し
た
。
も
う
も
た
な
い
の

で
は
。

町
長
は
副
町
長
の
時
、
ソ

ニ
ア
の
監
査
を
し
て
い
た
が

毎
年
巨
額
の
赤
字
経
営
を
み

て
何
も
感
じ
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
赤
字
の
原
因
の
一
つ

に
流
域
外
の
業
者
か
ら
大
量

の
原
木
を
高
く
買
い
３
千
万

円
以
上
も
の
大
金
を
使
っ
て

い
る
が
そ
の
伝
票
を
調
べ
た

か
。15

年
の
総
務
省
か
ら
の
指

針
で
「
欠
損
の
続
く
第
三
セ

ク
タ
ー
は
解
散
し
な
さ
い
」

と
通
達
が
来
て
い
る
が
、
当

時
の
監
査
と
し
て
ど
う
思
う

か
。

問

大
　
原

答

町
　
長

㈱
ソ
ニ
ア
は
、
15
億
７
千

万
円
の
資
本
金
で
開
始
し
た

が
、
16
年
第
11
期
決
算
で
３

億
円
余
り
の
累
積
赤
字
を
出

し
た
。

そ
の
後
、
木
材
加
工
事
業

に
着
手
し
た
が
、
収
益
性
は

悪
化
、
有
益
な
方
策
を
打
出

せ
ず
今
日
に
至
っ
た
。

取
締
役
会
は
、
そ
の
責
任

を
免
れ
る
事
は
で
き
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

流
域
外
の
業
者
と
の
関
係

が
事
実
な
ら
大
変
な
こ
と
だ
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
指
針
も
ふ

ま
え
、
対
応
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

平成5年、資本金3億750万円。12人で発足した（株）ソニア
出資金15億7000万円余も底をついた（佐川・川内ヶ谷）
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対
象
に
な
ら
な
い

耕
作
放
棄
地
の

草
刈
に
補
助
金
を

答

町
政
に
か
け
る
決
意
は
。

仁
淀
川
町
を
次
の
世
代
に

き
ち
ん
と
し
た
形
で
託
せ
る

よ
う
取
組
む
。

生
活
環
境
林
伐
採
事
業

は
、
住
民
の
関
心
が
高
い
が

拡
大
で
き
な
い
か
。

予
算
が
足
ら
な
け
れ
ば
、

補
正
し
て
対
応
し
た
い
。

問

坂
本
伝
一

答

町
　
長

問

坂
　
本

答

町
　
長

問

坂
　
本

野
生
動
物
が
農
作
物
に
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
耕
作
放
棄
地
の
雑
草
が

答

町
　
長

え
さ
場
と
な
っ
て
い
る
。

原
因
の
ひ
と
つ
は
高
齢
化

が
進
み
放
棄
地
が
増
え
て
い

る
。
補
助
事
業
は
な
い
か
。

答 3地区でおのおのが管理

公文書、古文書
文化財の保存、管理は十分か

公
文
書
、
古
文
書
、
文
化

財
の
保
存
、
管
理
は
十
分
か
。

池
川
地
区
に
残
る
古
文
書

を
参
考
に
、
現
在
の
公
文
書

を
、
将
来
町
の
財
産
と
な
る

整
理
の
研
究
を
し
、
残
し
て

は
。栃

木
県
芳
賀
町
は
、
建
物

の
一
部
を
書
庫
、
文
化
財
の

保
存
庫
と
し
、
充
実
し
た
管

理
体
制
の
施
設
で
あ
っ
た
、

町
も
既
存
の
空
室
、
施
設
を

利
用
し
造
っ
て
は
。

町
の
公
文
書
の
管
理
は
、

公
文
書
取
扱
い
規
定
に
基
づ

き
実
施
。
年
金
記
録
の
問
題

で
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る

法
律
が
成
立
、
国
民
が
主
体

の
利
用
し
得
る
管
理
と
な

る
。池

川
地
区
は
、
郷
土
館
で

文
化
財
を
管
理
、
古
文
書
は

支
所
の
資
料
室
に
保
管
し
て

い
る
。
生
産
、
日
常
生
活
用

具
が
時
の
流
れ
で
、
逸
散
を

危
惧
す
る
。
収
集
保
存
は
必

要
。仁

淀
地
区
は
、
町
観
光
セ

ン
タ
ー
内
に
保
管
し
、
仁
淀

問

片
岡
政
徳

答

町
　
長

開
発
公
社
派
遣
職
員
が
管

理
。吾

川
地
区
は
、
中
央
公
民

館
内
に
保
管
し
、
教
育
委
員

会
が
管
理
し
て
い
る
。

貴
重
な
資
料
の
保
存
は
、

町
の
財
産
と
し
て
大
事
で
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
方

策
を
見
出
し
て
い
く
。

資
料
館
は
、
既
存
施
設
な

ど
の
有
効
活
用
を
考
え
、
文

化
財
保
護
審
議
会
と
協
議
、

検
討
。

放
棄
地
を
農
地
に
再
生
す

る
場
合
、
国
、
県
の
補
助
も

で
き
つ
つ
あ
る
。
た
だ
荒
れ

て
い
る
か
ら
草
を
刈
る
だ
け

で
は
補
助
対
象
と
は
な
ら
な

い
。

過疎化とともに耕作放棄地が増えて来た

池川地区は郷土館で文化財の管理をしている（土居）
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今
の
自
然
環
境
は
植
林
の

放
置
で
壊
さ
れ
、
動
物
、
植

物
に
悪
影
響
を
与
え
て
、
人

間
の
生
活
に
も
支
障
が
あ

る
。「
植
林
の
ト
ン
ネ
ル
の

奥
に
人
が
住
み
ゆ
う
が
」
と

言
わ
れ
な
い
よ
う
、
役
場
、

地
主
、
事
業
者
な
ど
で
組
織

を
作
り
、
整
備
を
す
る
こ
と

が
雇
用
の
場
と
な
り
、
町
長

の
言
う
「
自
然
と
共
生
し
た

魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
基
本
と
考
え
る
が
。

生
活
環
境
林
整
備
事
業

は
、
家
屋
、
道
路
と
農
地
周

辺
は
補
助
対
象
だ
が
、
谷
川

周
辺
は
対
象
で
は
な
い
。

補
助
事
業
の
運
用
で
は
役

場
主
導
は
無
理
が
あ
る
が
、

地
域
、
地
権
者
の
要
請
が
あ

れ
ば
国
土
保
全
、
水
源
を
守

る
重
要
事
業
で
あ
り
協
力
す

る
。

問

片
　
岡

植
林
の
ト
ン
ネ
ル

の
奥
に
…
…

答

町
　
長

町外の通勤は「非常時に支障をきたす」
自覚を促したい答

町外通勤者

問

片
　
岡

19
年
９
月
議
会
の
議
決

で
、
町
外
の
通
勤
は
「
非
常

時
の
対
応
に
支
障
を
き
た

す
」
と
あ
り
、
町
外
で
は
非

常
時
に
指
示
す
る
立
場
で
も

責
任
が
果
た
せ
な
い
と
考
え

る
。町

外
通
勤
者
の
ポ
ス
ト
、

身
分
に
対
す
る
今
後
の
考
え

は
。

答

町
　
長

９
月
現
在
の
総
職
員
は
170

人
、
町
外
通
勤
者
は
41
人
で

資
格
職
員
は
12
人
。
一
般
職

員
は
29
人
で
内
13
人
が
町
外

に
住
所
を
有
す
る
。

公
務
員
に
対
す
る
目
線
の

厳
し
い
時
、
町
内
に
住
み
町

政
に
携
わ
る
よ
う
望
む
も
の

で
、
憲
法
上
、
居
住
の
自
由

は
保
障
さ
れ
る
が
、
自
覚
を

促
し
た
い
。

町外から通勤する職員に対する決議

現在仁淀川町職員は町外からの通勤が増える傾向にある。

町外からの通勤となると、住民に理解を得られず、また、非常時の対応に支障を

きたすことが考えられる。以上のことから我々仁淀川町議会は、職員のモラルに期

待し、町内に住所を置き、町発展のため尽力するよう強く要望する。

以上決議する。

平成19年9月13日
仁淀川町議会

「職員は町内に」は多くの町民の願い（大崎）




